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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 荻原 折茂 折茂 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 荻原 折茂 折茂

小

児

科
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◆休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
住野陽平
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対

し
、
誰
も
が
安
心
の
医
療
・
介

護
を
！
困
難
を
か
か
え
た
人
び

と
に
寄
り
添
う
友
の
会
活
動
を

す
す
め
よ
う
！
班
づ
く
り
を
す

す
め
１
５
０
０
名
の
友
の
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
の
三
つ
の

活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ

て
、
６
月
22
日
江
戸
川
健
康
友

の
会
第
５
回
定
期
総
会
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
は
４
月
か
ら
消
費

税
増
税
を
強
行
し
、
年
金
の
削

減
に
加
え
、
医
療
・
介
護
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
給
付
制
限
と
国

民
へ
の
負
担
増
を
求
め
て
い
ま

す
。こ

の
総
会
に
は
、
「
年
金
だ

け
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
」

「
介
護
制
度
の
改
悪
で
老
後
が

心
配
」
「
憲
法
解
釈
変
え
て
戦

争
す
る
国
づ
く
り
は
許
せ
な

い
」
な
ど
の
思
い
を
反
映
し

て
、
90
人
以
上
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

総
会
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
活
動
報
告
と
２
０
１
４
年
度

の
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
会
計
報
告
と
予

算
案
、
八
巻
会
長
は
じ
め
幹
事

な
ど
40
名
の
役
員
提
案
が
行
わ

れ
、
総
会
議
案
は
大
き
な
拍
手

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
２
０
１
４
年
度
の
重

点
活
動
と
し
て
①
憲
法
９
条
を

守
っ
て
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り

に
反
対
す
る
②
医
療
・
介
護
制

度
な
ど
社
会
保
障
の
充
実
を
求

め
る
活
動
を
広
げ
る
③
困
難
を

か
か
え
た
人
び
と
へ
の
助
け
合

い
・
支
え
合
い
活
動
を
広
げ
る

④
健
診
や
健
康
づ
く
り
の
活
動

を
広
げ
る
⑤
班
づ
く
り
を
す
す

め
て
１
５
０
０
名
の
友
の
会
に

す
る
、
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。総

会
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ

た
記
念
講
演
は
、
東
京
医
労
連

ヘ
ル
パ
ー
労
組
協
議
会
事
務
局

次
長
の
米
沢
哲
氏
が
「
介
護
保

険
制
度
の
見
直
し
か
ら
見
え
る

社
会
保
障
改
悪
と
こ
れ
か
ら
の

運
動
」
と
題
し
て
お
話
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
医

療
法
人
南
葛
勤
医
協
、
江
戸
川

社
保
協
、
江
戸
川
原
水
協
、
親

江

会
（

江

戸
川

被

爆
者

の

会
）
、
生
活
と
健
康
を
守
る

会
、
国
民
救
援
会
、
江
戸
川
区

労
連
、
日
本
共
産
党
江
戸
川
区

議
団
な
ど
、
各
団
体
か
ら
代
表

が
出
席
さ
れ
、
祝
辞
と
激
励
の

言
葉
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
は
、
出
席
者
に

よ
る
懇
親
会
が
開
か
れ
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

会場いっぱいに集まった会員のみなさん

講演をする米沢哲氏の話に熱心に耳を傾けました

戦争する国づくり反対,誰もが安心の医療・介護を

『友
の
会
だ
よ
り
』８
月
号
は
お
休
み
し
ま
す
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命
の
平
等
を
掲
げ
、
無
差

別
平
等
の
医
療
と
福
祉
の
充

実
を
め
ざ
し
て
い
る
全
日
本

民
医
連
の
「
共
同
組
織
」
と

し
て
、
江
戸
川
健
康
友
の
会

第
５
回
定
期
総
会
は
要
旨
次

の
よ
う
な
活
動
方
針
を
決
め

ま
し
た
。

①
国
庫
負
担
を
増
や
し
て
、

高
す
ぎ
る
国
保
料
・
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
、
75

才
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
無
料
に
、
年
金
の
切

り
下
げ
反
対
、
な
ど
の
要

求
を
か
か
げ
て
「
自
立
・

自
助
」
な
ど
の
助
け
合
い

を
押
し
つ
け
る
社
会
保
障

の
変
質
と
解
体
、
徹
底
し

た
公
費
の
削
減
に
反
対
す

る
活
動
。
同
時
に
誰
も
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
医

療
・
介
護
制
度
な
ど
社
会

保
障
の
充
実
を
求
め
る
活

動
に
と
り
く
み
ま
す
。

②
健
康
的
な
毎
日
を
送
る
に

は
、
自
身
の
身
体
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
大
切
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
の
無
料
で
受
診
で
き
る

国
保
・
長
寿
健
診
な
ど
、

自
治
体
健
診
の
受
診
を
呼

び
か
け
ま
す
。
新
小
岩
、

葛
西
み
な
み
、
一
之
江
内

科
な
ど
、
民
医
連
加
盟
の

医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

な
ど
の
婦
人
科
健
診
に
と

り
く
み
、
健
康
づ
く
り
活

動
を
す
す
め
ま
す
。

③
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く

す
会
、
公
害
患
者
会
と
い
っ

し
ょ
に
き
れ
い
な
空
気
と
み

ど
り
を
ふ
や
し
、
公
害
を
な

く
す
活
動
に
と
り
く
み
ま

す
。
車
社
会
か
ら
の
転
換
を

め
ざ
し
、
自
動
車
排
ガ
ス
の

規
制
、
沿
道
緑
化
、
自
転
車

レ
ー
ン
の
増
設
な
ど
交
通
安

全
整
備
を
求
め
る
活
動
を
す

す
め
ま
す
。

④
独
居
な
ど
一
人
ぐ
ら
し

や
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
住
み
つ
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
合

い
・
支
え
合
い
の
活
動
に
と

り
く
み
ま
す
。
介
護
保
険
で

は
で
き
な
い
家
事
、
清
掃
、

外
出
な
ど
、
く
ら
し
応
援
の

活
動
に
も
と
り
く
み
ま
す
。

⑤
区
内
人
口
約
68
万
人
、
65

才
以
上
の
高
齢
者
約
14
万

人
（
20
％
）
、
高
齢
者
が
地

域
で
気
が
る
に
集
う
身
近
な

〝
居
場
所
〞
づ
く
り
活
動
に

と
り
く
み
ま
す
。

⑥
原
発
再
稼
動
、
特
定
秘
密

保
護
法
、
そ
し
て
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
解
釈
改
憲
な
ど

に
反
対
し
、
憲
法
９
条
と
人

権
と
平
和
を
守
る
た
め
に
活

動
し
ま
す
。

⑦
江
戸
川
健
康
友
の
会
を
大

き
く
す
る
た
め
に
、
会
員
を

増
や
し
て
支
部
、
班
づ
く
り

に
と
り
く
み
ま
す
。
ま
た
、

楽
し
み
と
生
き
が
い
を
つ
く

れ
る
多
様
な
サ
ー
ク
ル
活
動

を
発
展
さ
せ
る
活
動
を
す
す

め
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

「ケアサポート一之江」には4人の専任ケアマネー

ジャーがいます。

私達の仕事は、介護保険法において要支援・要

介護認定を受けた人（本人及び家族等）からの相

談を受けて、身体的な事や日常生活を送る上で困っ

ていることなどをお聞きし、住みなれた地域で安

心して過ごせるように、本人及び家族とともにサー

ビス内容の検討を行い、居宅サービス計画（ケア

プラン）を作成することです。

ケアプランに添ってサービスの利用ができてい

るかを、定期的に訪問し確認をすると共に、他の

関連サービス事業者との連絡、調整なども行なっ

ています。

今回の介護保険制度改定により①「要支援者」

の訪問介護・通所介護の保険給付から外し、市町

村の地域支援事業に置き換える②利用料を一割負

担から２割に引き上げる③特別養護老人ホームの

入所を要介護３以上に限定④低収入で介護施設に

入所する人に対する「補助給付」を縮小するなど

の改悪がされようとしています。

「ケアサポート一之江」でも、要支援１・２の方

のケアプランを作成しています。要支援の方が介

護保険から外され、新たな地域支援事業へ移行さ

れたら、今まで利用していた訪問介護・通所介護

が利用できなくなります。専門的な知識を持った

ヘルパーさんが利用者の立場に立ち、その日の身

体状況や精神面の変化等の状況を把握し、生活を

支えています。

また通所介護では、家族の介護負担の軽減や、

閉じこもりがちの利用者が地域社会へ出る機会が

保たれています。

利用料の引き上げは、経済的負担となるサービ

スの利用控えが起ってきます。

私たちケアマネージャーは「誰もが安心して、

住みなれた地域で生活がで

きる」をモットーに、在宅

で生活している方への支援

を行なっています。

編
集
後
記

▼
初
孫
が
３
月
に
生
ま
れ
、
私
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
仲
間
入
り
。
幼
い
子
の
姿

が
目
に
つ
く
。
こ
の
と
こ
ろ
、
子
供
を

め
ぐ
る
痛
ま
し
い
事
件
の
報
道
が
続
き
、

涙
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
▼
安
倍
政
権

下
、
次
々
出
さ
れ
る
悪
法
と
そ
の
可
決

強
行
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
〝
閣
議
決
定
で
『
戦
争

す
る
国
』
に
す
る
な
！
６
・
17
大
集
会

〞
に
は
多
く
の
若
者
や
若
い
母
親
も
参

加
し
た
と
の
報
道
。
私
が
週
２
回
、
保

育
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
方
か
ら
も
、

「
二
児
の
母
と
し
て
、
今
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
お
き
た
い
」
と
子
供
の
お
迎
え
・

夕
食
の
世
話
を
依
頼
す
る
メ
ー
ル
が
あ

り
、
「
若
い
方
の
行
動
は
嬉
し
い
」
と
協

力
▼
「
ひ
と
り
ひ
と
り
は
微
力
だ
が
無

力
で
は
な
い
。
微
力
を
積
み
重
ね
る
と

大
き
な
力
に
な
る
」
こ
と
を
孫
た
ち
の

世
代
に
歴
史
的
事
実
と
し
て
伝
え
た
い

▼
「
た
よ
り
」
編
集
で
毎
回
悩
む
け
れ

ど
、
楽
し
く
も
あ
る
の
が
「
し
ら
さ
ぎ
」

欄
で
の
作
品
選
び
。
新
し
い
発
見
あ
り
、

投
稿
者
や
他
編
集
者
の
知
見
や
感
性
に

感
心
す
る
こ
と
多
々
。
よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
の
投
稿
が
楽
し
み
で
す
（
太
田
）
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ケアマネジャーとは
ケアサポート一之江 久手堅るみ子

役職名 氏 名 地 域

会 長 八 巻 登 北 篠 崎

副 会 長
石 井 う た
猪 瀬 悠 紀 子

西 葛 西
中 央

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
丸 山 愛 三
戸 賀 瀬 等
日 影 館 一
高 取 伸 吉
西 山 千 尋

西 葛 西
松 島
職 員
職 員
職 員
職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子
有 馬 三 郎
石 井 勝 治
今 関 カ ネ 子
飯 島 新 二
伊 藤 信 子
遠 藤 哲
久 高 美 枝 子
太 田 美 音
小 林 功
櫻 井 和 代
佐 藤 ケ イ 子
嶋 村 伸 子
杉 山 基
鈴 木 正 美
武 居 一 夫
千 葉 邦 彦
寺 澤 カ ツ
遠 田 雄 一
中 楯 光 子
永 岡 嘉 陽 子
福 本 悦 子
則 近 恵 津 子
堀 口 久 夫
森 岡 糸 子
森 野 操
吉 川 文 男
和 田 多 美 子
渡 部 周 次 郎
渡 辺 利 子

松 島
北 葛 西
西一之江
清 新 町
西 葛 西
東 葛 西
南 葛 西
南 葛 西
清 新 町
江 戸 川
江 戸 川
東 葛 西
東 葛 西
平 井
西 葛 西
中 葛 西
南 葛 西
南 葛 西
中 葛 西
北 葛 西
松 島
中 葛 西
松 島
平 井
臨 海 町
西 瑞 江
北 砂
南 葛 西
一 之 江
東 瑞 江

会 計 監 査
表 優 子
中 村 栄 子

鹿 骨
鹿 骨

江戸川健康友の会 ２０１４年度役員
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

枇
杷
青
し
天
津
小
湊
寺
の
町

更
衣
大
川
端
に
一
雨
来

棕
櫚
咲
く
や
潮
の
匂
ひ
の
橋
渡
り

し

ゅ

ろ

西
一
之
江

永
井

嶽

止
み
か
け
て
又
降
る
雨
や
額
の
花

寝
覚
め
い
て
遠
雷
を
聞
く
し
じ
ま
か
な

ゴ
ー
ヤ
植
う
日
除
け
と
な
る
を
期
待
し
て

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

梅
雨
暑
く
今
日
の
寒
に
セ
ー
タ
ー
探
す

暑
さ
続
き
や
今
日
寒
さ
猫
も
ま
る
ま
る
寒
日
か
な

雨
風
が
ひ
ら
り
散
ら
す
や
白
き
木
蓮

中
葛
西

岡
田

ト
ミ
子

十
五
才
天
才
少
女
み
そ
ら
ひ
ば
り
む
ら
さ
き

あ
じ
さ
い

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

金
目
で
し
ょ
そ
れ
は
あ
な
た
の
場
合
で
し
ょ

て
ん
び
ん
に
平
和
の
珠
と
与
党
の
利

九
条
が
あ
る
か
ら
入
る
自
衛
隊

乗
鞍
岳
と
乗
鞍
高
原

北
篠
崎

八
巻

登

乗
鞍
岳
は
北
ア
ル
プ
ス
の
南
端

に
位
置
し
、
北
に
上
高
地
、
穂
高

連
峰
、
南
に
は
木
曽
御
岳
に
挟
ま

れ
た
標
高
三
千
二
十
六
メ
ー
ト
ル

の
山
で
す
。

夏
で
も
大
雪
渓
が
残
り
ス
キ
ー

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
頂
付
近
の
「
畳
平
」
〈
標
高
二

千
七
百
メ
ー
ト
ル
〉
ま
で
車
で
上

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
現
在
は
指
定
さ
れ
た
会
社
の

バ
ス
と
観
光
バ
ス
の
み
で
、
一
般

の
車
は
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
畳
平
」
で
は
観
光
バ
ス
の
駐

車
料
金
は
な
ん
と
一
万
円
だ
そ
う

で
す
が
、
付
近
は
可
憐
な
高
山
植

物
の
花
が
、
短
い
夏
を
惜
し
む
よ

う
に
咲
き
乱
れ
、
素
晴
ら
し
い
眺

め
で
す
。

乗
鞍
の
す
そ
野
に
広
が
る
広
大

な
広
さ
の
高
原
は
、
春
に
は
カ
タ

ク
リ
の
花
や
、
に
り
ん
草
の
花
が

咲
き
、
夏
に
は
紫
の
花
を
つ
け
る

ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
な
ど
が
咲
き
、
夜
は

星
空
が
き
れ
い
で
、
風
は
さ
わ
や

か
で
す
。

秋
は
早
く
、
九
月
の
二
十
五
日

を
過
ぎ
る
と
山
の
中
腹
は
紅
葉
が

始
ま
り
ま
す
。
温
泉
は
『
白
骨
温

泉
』
と
源
泉
は
同
じ
で
、
硫
黄
分

を
含
ん
だ
独
特
な
色
を
し
て
い
ま

す
。私

の
大
好
き
な
と
こ
ろ
の
一
つ

で
、
一
年
に
複
数
回
は
毎
年
出
か

け
て
い
ま
す
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

去
り
ゆ
き
し
息
子
の
部
屋
に
風
入
れ
ぬ
便
り
な
き
こ
と
詮
な
し
と
し
て

火
に
滅
び
し
三
月
十
日
の
深
川
を
逃
れ
逃
れ
て
夫
生
き
残
る

フ
ク
シ
マ
の
家
流
さ
れ
し
君
の
葉
書
仮
設
の
住
居
追
は
れ
し
三
度
と

東
葛
西

新

真

母
の
日
に
母
の
い
な
い
日
た
し
か
め
る
あ
れ
か
ら
何
年
指
お
る
命
日

父
母
の
墓
市
川
の
地
に
対
応
す
好
き
だ
っ
た
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
を
重
ね
て

水
の
跳
ぶ
お
ん
な
神
輿
の
母
変
化
ク
リ
カ
ラ
モ
ン
モ
ン
男
の
肩
出
る

「
な
く
せ
公
害
・
守
ろ
う
地

球
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

の
公
害
被
害
者
が
１
９
７
６
年

か
ら
毎
年
取
り
組
ん
で
き
た
全

国
公
害
被
害
者
総
行
動
（
第
39

回
）
が
、
６
月
４
・
５
日
の
両

日
霞
ヶ
関
の
中
央
官
庁
周
辺
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
や
大
気
汚

染
、
水
俣
病
、
薬
害
な
ど
に
取

り
組
む
各
団
体
は
、
石
原
環
境

相
な
ど
、
各
省
庁
と
交
渉
し
ま

し
た
。
石
原
氏
に
は
、
公
害
根

絶
と
被
害
救
済
な
ど
を
求
め
る

国
民
署
名
約
７
万
人
分
を
手
渡

し
ま
し
た
。

福
島
の
代
表
が
東
電

と
交
渉

東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
被
害
者
の
救

済
・
賠
償
と
現
状
回

復
・
地
域
再
生
を
求
め

た
政
府
・
東
電
交
渉
に

は
約
３
０
０
人
が
参
加

し
て
、
謝
罪
を
求
め
て

裁
判
を
起
こ
し
た
福
島

各
地
の
原
告
の
方
々
が

発
言
し
ま
し
た
。

「
生
業
を
返
せ
、
地

域
を
返
せ
！
」
と
原
発
訴
訟
原

告
団
長
の
中
島
さ
ん
は
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
避
難
生
活
に
疲

れ
て
自
殺
し
た
妻
・
は
ま
子
さ

ん
を
亡
く
し
た
渡
辺
幹
夫
さ
ん

（
64
）
は
、
事
故
前
の
故
郷
の

自
然
の
美
し
さ
、
親
せ
き
や
友

人
ら
と
の
生
活
を
語
り
、
「
原

発
は
そ
の
す
べ
て
を
う
ば
い

去
っ
た
。
妻
と
故
郷
と
そ
れ
に

つ
な
が
る
す
べ
て
を
う
ば
わ
れ

た
悔
し
さ
は
口
で
は
言
い
表
せ

な
い
。
こ
の
悔
し
さ
は
す
べ
て

の
原
発
被
害
者
に
共
通
す
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

江
戸
川
友
の
会
も
参
加

日
比
谷
公
会
堂
で
は
、
４
日

夜
総
決
起
集
会
が
ひ
ら
か
れ
、

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
原
発
事
故
の
完
全
賠
償
を

さ
せ
る
会
を
は
じ
め
、
東
京
の

ぜ
ん
息
医
療
費
助
成
継
続
を
求

め
る
会
、
川
崎
、
千
葉
、
大

阪
・
西
淀
川
公
害
患
者
会
、
泉

南
、
九
州
、
首
都
圏
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
団
、
薬
害
ス
モ
ン
の
会

な
ど
各
地
の
公
害
被
害
者
団
体

の
代
表
が
裁
判
の
現
状
報
告
と

支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

総
決
起
集
会
に
は
、
江
東
、

港
な
ど
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間

と
共
に
江
戸
川
健
康
友
の
会
か

ら
５
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

エッセイ

６月６日、タワーホール船堀に、土砂降りの雨を

ついて６０名余が参加しました。

「秘密法は戦争への道」と題した記念講演の中で、

川村俊夫氏はこの法案を足掛かりに集団的自衛権を

容認し、「戦争する国づくり」に突き進む現政権のも

くろみを指摘。

代表委員の宮城島勝史氏は「再び子どもたちを戦

場におくることがないよう、運動を盛り上げたい」

と訴えました。

全国的にも各分野で急速に廃止を求める運動が盛

り上がっていますが、江戸川の会でも会員や賛同者

を募り、宣伝活動や署名活動に取り組むことを確認

しました。

な
く
せ
公
害

守
ろ
う
地
球
環
境

原
発
事
故
被
害
者
に
賠
償
を

公害総行動

「特定秘密保護法廃止を求める
江戸川の会」 結成総会

秘密保護法の危険な中身に熱心に聞入る参加者

炎天下を公害根絶を訴えて行進する参加者

早春の乗鞍岳 撮影3月末：八巻 登
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楽しく歌って元気

になろう

８月はお休みです

●毎月 第４土曜日

14時～16時
●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●毎月 第２土曜日

第４土曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：200円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時30分集合出発
●コースは、参加者の

希望で決めています。

雨天中止。直接集合

場所へ。

楽しく元気になれる

あなたの居場所

８月はお休みです

●毎週 月曜日

（祝祭日は休み）

●食事代コーヒー付

６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しくおしゃべり

しましょう

●毎月 第４火曜日

14時～16時

７月22日です
●新小岩診療所

３階会議室

（松島4-27-2

℡・3651-2944）

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を

奏でませんか

●毎月 第１･３(木)

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参加

をお待ちしてお

ります。

も
う
何
年
帰
っ
て
い
な
い

か
？

年
々
遠
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
私
の
ふ
る
里
黒
木
町

は
、
福
岡
県
の
奥
八
女
と
呼
ば

れ
、
福
岡
・
熊
本
・
大
分
と
の

県
境
に
あ
る
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
た
小
さ
い
町
で
す
。

高
校
に
は
、
大
分
県
鯛
生

（
た
い
お
）
か
ら
の
寄
宿
生
や

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
・
バ
ス
通
学

の
生
徒
が
多
く
、
１
〜
２
時
間

の
通
学
の
仲
間
も
…
。
そ
れ
で

も
町
中
に
高
校
が
あ
っ
た
の
で

教
育
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
方
で

し
ょ
う
。

街
並
み
は
、
猫
尾
（
ね
こ

お
）
城
跡
の
城
山
か
ら
、
上
町

（
か
み
ま
ち
）
・
中
町
・
栄
町
・

下
町
（
し
も
ま
ち
）
と
細
長

く
、
矢
部
川
に
沿
っ
て
成
り

立
っ
て
い
て
、
街
の
中
に
は
明

治
以
降
の
重
厚
な
町
家
や
蔵
も

残
っ
て
い
ま
す
。

今
の
時
期
満
開
の
天
然
記
念

物
の
黒
木
の
大
藤
は
、
樹
齢
約

６
０
０
年
を
超
し
て
い
ま
す

が
、
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
町
の
経
済
に
も

一
役
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
も
中
学
校
へ
は
こ
の
藤
棚
の

下
を
通
っ
て
い
て
、
雨
季
に
な

る
と
毛
虫
が
落
ち
て
く
る
の

で
、
必
死
で
走
り
抜
け
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。

八
女
と
い
え
ば
「
八
女
茶
」

が
有
名
で
す
が
、
私
の
中
で

は
、
子
ど
も
の
頃
の
い
も
ま
ん

じ
ゅ
う
、
あ
め
が
た
、
ふ
な
や

き
、
だ
ご
汁
の
方
が
身
近
で
な

つ
か
し
い
名
物
で
す
。
竹
の
子

も
た
く
さ
ん
採
れ
ま
す
よ
。

め
ず
ら
し
い
場
所
も
多
く
、

町
中
に
は
樹
齢
８
０
０
年
の
大

く
す
の
木
や
、
八
女
茶
発
祥
の

地
、
霊
巌
寺
（
れ
い
が
ん
じ
）

に
は
ち
ょ
っ
と
Ｈ
な
奇
岩
も
。

私
が
一
番
気
に
な
っ
て
い
る
所

（
実
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
）
が
星
野
村
の

「
平
和
の
塔
」
で
す
。
焦
土
と

化
し
た
広
島
か
ら
、
星
野
村
の

山
本
氏
が
持
ち
帰
っ
た
火
が
、

今
も
絶
え
る
こ
と
な
く
燃
え
続

け
て
い
ま
す
。
平
和
が
ま
す
ま

す
大
切
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
今

度
帰
っ
た
ら
一
番
に
訪
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。
早
く
帰
り
た
く

な
り
ま
し
た
。

八
女
茶
発
祥
の
地
・黒
木
町

燃
え
続
け
る
星
野
村
の
広
島
の
火

さわやか喫茶着物リメイクの会

福 岡

本一色 吉成 泰子

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料･お昼持参。

おしゃべり喫茶小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第２月曜日

14時～16時

７月14日です
●新小岩診療所

３階会議室

（松島4-27-2

℡・3651-2944）

友
の
会
東
部
東
葛
ブ
ロ
ッ

ク
で
、
６
月
６
日
、
第
２
回

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
が

開
か
れ
江
戸
川
友
の
会
か
ら

５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
三
つ
の
取
り
組
み

①
職
員
と
の
共
同
②
健
康
づ

く
り
③
後
継
者
育
成
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
10
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
交
流
会
を
持
ち
ま
し

た
。〈

感
想
〉
会
員
拡
大
、
お
ま

つ
り
、
盆
踊
り
な
ど
成
功
さ

せ
る
た
め
に
、
計
画
の
段
階

か
ら
職
員
と
一
緒
に
取
り
組

み
が
で
き
る
の
は
専
任
の
職

員
が
い
る
友
の
会

が
多
い
。
日
常
業

務
と
兼
任
し
て
居

る
と
、
全
部
の
行

事
に
参
加
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
よ

う
で
す
。
法
人
も

ど
う
し
た
ら
友
の

会
と
の
共
同
が
う

ま
く
い
く
か
考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
健
和
友
の

会
の
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
自

分
で
や
り
た
い
、
や
れ
る
と

思
う
こ
と
が
目
標
に
な
る
の

で
楽
し
そ
う
で
し
た
。
後
継

者
は
職
員
か
ら
も
悩
ん
で
い

る
と
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど

こ
で
も
役
員
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
人
さ
が
し
に
苦
労
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
よ
く
行

事
に
参
加
し
て
く
れ
る
方
な

ど
、
常
に
意
識
的
に
よ
び
か

け
る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
（
猪
瀬
悠
紀
子
）

手芸サークル

●毎週 水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが、

作品づくりの実費

をいただきます。

直接会場へ。

一之江センター

職
員
の
参
加

後
継
者
そ
だ
て
を

東
部
東
葛
ブ
ロ
ッ
ク

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会

▽一之江ハーモラス

●毎月 第２土曜日

14時～16時
▽小物づくり

●毎週 火・木

10時～15時
▽第2･4水着付け教室

●一之江内科４階

8/10～8/24は夏休み

江
戸
川
社
会
保
障
推
進

協
会
（
江
戸
川
社
保
協
）

の
第
18
回
定
期
総
会
が
６

月
15
日
に
土
建
会
館
で
ひ

ら
か
れ
、
団
体
幹
事
と
し

て
加
入
し
て
い
る
江
戸
川

健
康
友
の
会
か
ら
も
代
表

が
参
加
し
ま
し
た
。

年
２
回
と
り
く
ま
れ
た

「
く
ら
し
何
で
も
相
談
会
」

や
消
費
税
増
税
反
対
駅
頭

宣
伝
行
動
に
は
の
べ
２
５

５
人
が
参
加
、
江
戸
川
区

長
へ
の
要
請
行
動
、
学
習

会
な
ど
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
橋
み
え
子
区

議
会
議
員
（
共
産
党
）
が

区
政
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
江
戸
川
区
は
貯
金
が

１
０
８
０
億
円
も
あ
る

「
健
全
」
財
政
日
本
一
で
あ

る
反
面
、
各
種
の
行
政
手

数
料
に
消
費
税
増
税
分
を

転
嫁
し
た
こ
と
、
保
育
園

に
入
れ
な
か
っ
た
子
ど
も

が
１
２
５
６
人
だ
っ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
は
、
東
京
都
生

活
と
健
康
を
守
る
会
常
任

理
事
の
佐
々
木
路
生
さ
ん

が
「
生
活
保
護
制
度
か
ら

見
る
安
部
政
権
の
暴
走
」

の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を

行
な
い
ま
し
た
。

（
石
井
う
た
）

江
戸
川
社
保
協

定
期
総
会
ひ
ら
く

松島 小山 光子

足立・千住介護福祉学校で
ひられた友の会交流集会

南
小
岩

山
口

信
子

『憲法・社会保障制度と地域包括ケア』

この講座の目的は、憲法25条の解釈改憲によ

り、社会保障制度が保障から保険方式に組み立

てられようとしている中で、権利としての社会

保障制度実現の取り組みをすすめるために開催

されます。友の会の幹事、会員のみなさんの参

加をお待ちしています。

〈日 程〉

●第一講座・安部政権といかに対峙するか

７月29日(火）18時30分～21時
●第二講座：我々の求める社会保障とは

８月28日(木）14時～17時
●第三講座：地域包括ケアシステムを学ぶ

９月18日(木）18時30分～20時30分
▼開催場所：足立区千住・千住介護福祉学校



2014.7.10 友の会だより ＮＯ．41 友の会だより ＮＯ．41 2014.7.10３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

枇
杷
青
し
天
津
小
湊
寺
の
町

更
衣
大
川
端
に
一
雨
来

棕
櫚
咲
く
や
潮
の
匂
ひ
の
橋
渡
り

し

ゅ

ろ

西
一
之
江

永
井

嶽

止
み
か
け
て
又
降
る
雨
や
額
の
花

寝
覚
め
い
て
遠
雷
を
聞
く
し
じ
ま
か
な

ゴ
ー
ヤ
植
う
日
除
け
と
な
る
を
期
待
し
て

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

梅
雨
暑
く
今
日
の
寒
に
セ
ー
タ
ー
探
す

暑
さ
続
き
や
今
日
寒
さ
猫
も
ま
る
ま
る
寒
日
か
な

雨
風
が
ひ
ら
り
散
ら
す
や
白
き
木
蓮

中
葛
西

岡
田

ト
ミ
子

十
五
才
天
才
少
女
み
そ
ら
ひ
ば
り
む
ら
さ
き

あ
じ
さ
い

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

金
目
で
し
ょ
そ
れ
は
あ
な
た
の
場
合
で
し
ょ

て
ん
び
ん
に
平
和
の
珠
と
与
党
の
利

九
条
が
あ
る
か
ら
入
る
自
衛
隊

乗
鞍
岳
と
乗
鞍
高
原

北
篠
崎

八
巻

登

乗
鞍
岳
は
北
ア
ル
プ
ス
の
南
端

に
位
置
し
、
北
に
上
高
地
、
穂
高

連
峰
、
南
に
は
木
曽
御
岳
に
挟
ま

れ
た
標
高
三
千
二
十
六
メ
ー
ト
ル

の
山
で
す
。

夏
で
も
大
雪
渓
が
残
り
ス
キ
ー

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
頂
付
近
の
「
畳
平
」
〈
標
高
二

千
七
百
メ
ー
ト
ル
〉
ま
で
車
で
上

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
現
在
は
指
定
さ
れ
た
会
社
の

バ
ス
と
観
光
バ
ス
の
み
で
、
一
般

の
車
は
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
畳
平
」
で
は
観
光
バ
ス
の
駐

車
料
金
は
な
ん
と
一
万
円
だ
そ
う

で
す
が
、
付
近
は
可
憐
な
高
山
植

物
の
花
が
、
短
い
夏
を
惜
し
む
よ

う
に
咲
き
乱
れ
、
素
晴
ら
し
い
眺

め
で
す
。

乗
鞍
の
す
そ
野
に
広
が
る
広
大

な
広
さ
の
高
原
は
、
春
に
は
カ
タ

ク
リ
の
花
や
、
に
り
ん
草
の
花
が

咲
き
、
夏
に
は
紫
の
花
を
つ
け
る

ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
な
ど
が
咲
き
、
夜
は

星
空
が
き
れ
い
で
、
風
は
さ
わ
や

か
で
す
。

秋
は
早
く
、
九
月
の
二
十
五
日

を
過
ぎ
る
と
山
の
中
腹
は
紅
葉
が

始
ま
り
ま
す
。
温
泉
は
『
白
骨
温

泉
』
と
源
泉
は
同
じ
で
、
硫
黄
分

を
含
ん
だ
独
特
な
色
を
し
て
い
ま

す
。私

の
大
好
き
な
と
こ
ろ
の
一
つ

で
、
一
年
に
複
数
回
は
毎
年
出
か

け
て
い
ま
す
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

去
り
ゆ
き
し
息
子
の
部
屋
に
風
入
れ
ぬ
便
り
な
き
こ
と
詮
な
し
と
し
て

火
に
滅
び
し
三
月
十
日
の
深
川
を
逃
れ
逃
れ
て
夫
生
き
残
る

フ
ク
シ
マ
の
家
流
さ
れ
し
君
の
葉
書
仮
設
の
住
居
追
は
れ
し
三
度
と

東
葛
西

新

真

母
の
日
に
母
の
い
な
い
日
た
し
か
め
る
あ
れ
か
ら
何
年
指
お
る
命
日

父
母
の
墓
市
川
の
地
に
対
応
す
好
き
だ
っ
た
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
を
重
ね
て

水
の
跳
ぶ
お
ん
な
神
輿
の
母
変
化
ク
リ
カ
ラ
モ
ン
モ
ン
男
の
肩
出
る

「
な
く
せ
公
害
・
守
ろ
う
地

球
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

の
公
害
被
害
者
が
１
９
７
６
年

か
ら
毎
年
取
り
組
ん
で
き
た
全

国
公
害
被
害
者
総
行
動
（
第
39

回
）
が
、
６
月
４
・
５
日
の
両

日
霞
ヶ
関
の
中
央
官
庁
周
辺
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
や
大
気
汚

染
、
水
俣
病
、
薬
害
な
ど
に
取

り
組
む
各
団
体
は
、
石
原
環
境

相
な
ど
、
各
省
庁
と
交
渉
し
ま

し
た
。
石
原
氏
に
は
、
公
害
根

絶
と
被
害
救
済
な
ど
を
求
め
る

国
民
署
名
約
７
万
人
分
を
手
渡

し
ま
し
た
。

福
島
の
代
表
が
東
電

と
交
渉

東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
被
害
者
の
救

済
・
賠
償
と
現
状
回

復
・
地
域
再
生
を
求
め

た
政
府
・
東
電
交
渉
に

は
約
３
０
０
人
が
参
加

し
て
、
謝
罪
を
求
め
て

裁
判
を
起
こ
し
た
福
島

各
地
の
原
告
の
方
々
が

発
言
し
ま
し
た
。

「
生
業
を
返
せ
、
地

域
を
返
せ
！
」
と
原
発
訴
訟
原

告
団
長
の
中
島
さ
ん
は
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
避
難
生
活
に
疲

れ
て
自
殺
し
た
妻
・
は
ま
子
さ

ん
を
亡
く
し
た
渡
辺
幹
夫
さ
ん

（
64
）
は
、
事
故
前
の
故
郷
の

自
然
の
美
し
さ
、
親
せ
き
や
友

人
ら
と
の
生
活
を
語
り
、
「
原

発
は
そ
の
す
べ
て
を
う
ば
い

去
っ
た
。
妻
と
故
郷
と
そ
れ
に

つ
な
が
る
す
べ
て
を
う
ば
わ
れ

た
悔
し
さ
は
口
で
は
言
い
表
せ

な
い
。
こ
の
悔
し
さ
は
す
べ
て

の
原
発
被
害
者
に
共
通
す
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

江
戸
川
友
の
会
も
参
加

日
比
谷
公
会
堂
で
は
、
４
日

夜
総
決
起
集
会
が
ひ
ら
か
れ
、

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
原
発
事
故
の
完
全
賠
償
を

さ
せ
る
会
を
は
じ
め
、
東
京
の

ぜ
ん
息
医
療
費
助
成
継
続
を
求

め
る
会
、
川
崎
、
千
葉
、
大

阪
・
西
淀
川
公
害
患
者
会
、
泉

南
、
九
州
、
首
都
圏
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
団
、
薬
害
ス
モ
ン
の
会

な
ど
各
地
の
公
害
被
害
者
団
体

の
代
表
が
裁
判
の
現
状
報
告
と

支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

総
決
起
集
会
に
は
、
江
東
、

港
な
ど
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間

と
共
に
江
戸
川
健
康
友
の
会
か

ら
５
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

エッセイ

６月６日、タワーホール船堀に、土砂降りの雨を

ついて６０名余が参加しました。

「秘密法は戦争への道」と題した記念講演の中で、

川村俊夫氏はこの法案を足掛かりに集団的自衛権を

容認し、「戦争する国づくり」に突き進む現政権のも

くろみを指摘。

代表委員の宮城島勝史氏は「再び子どもたちを戦

場におくることがないよう、運動を盛り上げたい」

と訴えました。

全国的にも各分野で急速に廃止を求める運動が盛

り上がっていますが、江戸川の会でも会員や賛同者

を募り、宣伝活動や署名活動に取り組むことを確認

しました。

な
く
せ
公
害

守
ろ
う
地
球
環
境

原
発
事
故
被
害
者
に
賠
償
を

公害総行動

「特定秘密保護法廃止を求める
江戸川の会」 結成総会

秘密保護法の危険な中身に熱心に聞入る参加者

炎天下を公害根絶を訴えて行進する参加者

早春の乗鞍岳 撮影3月末：八巻 登
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命
の
平
等
を
掲
げ
、
無
差

別
平
等
の
医
療
と
福
祉
の
充

実
を
め
ざ
し
て
い
る
全
日
本

民
医
連
の
「
共
同
組
織
」
と

し
て
、
江
戸
川
健
康
友
の
会

第
５
回
定
期
総
会
は
要
旨
次

の
よ
う
な
活
動
方
針
を
決
め

ま
し
た
。

①
国
庫
負
担
を
増
や
し
て
、

高
す
ぎ
る
国
保
料
・
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
、
75

才
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
無
料
に
、
年
金
の
切

り
下
げ
反
対
、
な
ど
の
要

求
を
か
か
げ
て
「
自
立
・

自
助
」
な
ど
の
助
け
合
い

を
押
し
つ
け
る
社
会
保
障

の
変
質
と
解
体
、
徹
底
し

た
公
費
の
削
減
に
反
対
す

る
活
動
。
同
時
に
誰
も
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
医

療
・
介
護
制
度
な
ど
社
会

保
障
の
充
実
を
求
め
る
活

動
に
と
り
く
み
ま
す
。

②
健
康
的
な
毎
日
を
送
る
に

は
、
自
身
の
身
体
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
大
切
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
の
無
料
で
受
診
で
き
る

国
保
・
長
寿
健
診
な
ど
、

自
治
体
健
診
の
受
診
を
呼

び
か
け
ま
す
。
新
小
岩
、

葛
西
み
な
み
、
一
之
江
内

科
な
ど
、
民
医
連
加
盟
の

医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

な
ど
の
婦
人
科
健
診
に
と

り
く
み
、
健
康
づ
く
り
活

動
を
す
す
め
ま
す
。

③
江
戸
川
大
気
汚
染
を
な
く

す
会
、
公
害
患
者
会
と
い
っ

し
ょ
に
き
れ
い
な
空
気
と
み

ど
り
を
ふ
や
し
、
公
害
を
な

く
す
活
動
に
と
り
く
み
ま

す
。
車
社
会
か
ら
の
転
換
を

め
ざ
し
、
自
動
車
排
ガ
ス
の

規
制
、
沿
道
緑
化
、
自
転
車

レ
ー
ン
の
増
設
な
ど
交
通
安

全
整
備
を
求
め
る
活
動
を
す

す
め
ま
す
。

④
独
居
な
ど
一
人
ぐ
ら
し

や
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
住
み
つ
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
合

い
・
支
え
合
い
の
活
動
に
と

り
く
み
ま
す
。
介
護
保
険
で

は
で
き
な
い
家
事
、
清
掃
、

外
出
な
ど
、
く
ら
し
応
援
の

活
動
に
も
と
り
く
み
ま
す
。

⑤
区
内
人
口
約
68
万
人
、
65

才
以
上
の
高
齢
者
約
14
万

人
（
20
％
）
、
高
齢
者
が
地

域
で
気
が
る
に
集
う
身
近
な

〝
居
場
所
〞
づ
く
り
活
動
に

と
り
く
み
ま
す
。

⑥
原
発
再
稼
動
、
特
定
秘
密

保
護
法
、
そ
し
て
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
解
釈
改
憲
な
ど

に
反
対
し
、
憲
法
９
条
と
人

権
と
平
和
を
守
る
た
め
に
活

動
し
ま
す
。

⑦
江
戸
川
健
康
友
の
会
を
大

き
く
す
る
た
め
に
、
会
員
を

増
や
し
て
支
部
、
班
づ
く
り

に
と
り
く
み
ま
す
。
ま
た
、

楽
し
み
と
生
き
が
い
を
つ
く

れ
る
多
様
な
サ
ー
ク
ル
活
動

を
発
展
さ
せ
る
活
動
を
す
す

め
ま
す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

「ケアサポート一之江」には4人の専任ケアマネー

ジャーがいます。

私達の仕事は、介護保険法において要支援・要

介護認定を受けた人（本人及び家族等）からの相

談を受けて、身体的な事や日常生活を送る上で困っ

ていることなどをお聞きし、住みなれた地域で安

心して過ごせるように、本人及び家族とともにサー

ビス内容の検討を行い、居宅サービス計画（ケア

プラン）を作成することです。

ケアプランに添ってサービスの利用ができてい

るかを、定期的に訪問し確認をすると共に、他の

関連サービス事業者との連絡、調整なども行なっ

ています。

今回の介護保険制度改定により①「要支援者」

の訪問介護・通所介護の保険給付から外し、市町

村の地域支援事業に置き換える②利用料を一割負

担から２割に引き上げる③特別養護老人ホームの

入所を要介護３以上に限定④低収入で介護施設に

入所する人に対する「補助給付」を縮小するなど

の改悪がされようとしています。

「ケアサポート一之江」でも、要支援１・２の方

のケアプランを作成しています。要支援の方が介

護保険から外され、新たな地域支援事業へ移行さ

れたら、今まで利用していた訪問介護・通所介護

が利用できなくなります。専門的な知識を持った

ヘルパーさんが利用者の立場に立ち、その日の身

体状況や精神面の変化等の状況を把握し、生活を

支えています。

また通所介護では、家族の介護負担の軽減や、

閉じこもりがちの利用者が地域社会へ出る機会が

保たれています。

利用料の引き上げは、経済的負担となるサービ

スの利用控えが起ってきます。

私たちケアマネージャーは「誰もが安心して、

住みなれた地域で生活がで

きる」をモットーに、在宅

で生活している方への支援

を行なっています。

編
集
後
記

▼
初
孫
が
３
月
に
生
ま
れ
、
私
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
仲
間
入
り
。
幼
い
子
の
姿

が
目
に
つ
く
。
こ
の
と
こ
ろ
、
子
供
を

め
ぐ
る
痛
ま
し
い
事
件
の
報
道
が
続
き
、

涙
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
▼
安
倍
政
権

下
、
次
々
出
さ
れ
る
悪
法
と
そ
の
可
決

強
行
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
〝
閣
議
決
定
で
『
戦
争

す
る
国
』
に
す
る
な
！
６
・
17
大
集
会

〞
に
は
多
く
の
若
者
や
若
い
母
親
も
参

加
し
た
と
の
報
道
。
私
が
週
２
回
、
保

育
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
方
か
ら
も
、

「
二
児
の
母
と
し
て
、
今
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
お
き
た
い
」
と
子
供
の
お
迎
え
・

夕
食
の
世
話
を
依
頼
す
る
メ
ー
ル
が
あ

り
、
「
若
い
方
の
行
動
は
嬉
し
い
」
と
協

力
▼
「
ひ
と
り
ひ
と
り
は
微
力
だ
が
無

力
で
は
な
い
。
微
力
を
積
み
重
ね
る
と

大
き
な
力
に
な
る
」
こ
と
を
孫
た
ち
の

世
代
に
歴
史
的
事
実
と
し
て
伝
え
た
い

▼
「
た
よ
り
」
編
集
で
毎
回
悩
む
け
れ

ど
、
楽
し
く
も
あ
る
の
が
「
し
ら
さ
ぎ
」

欄
で
の
作
品
選
び
。
新
し
い
発
見
あ
り
、

投
稿
者
や
他
編
集
者
の
知
見
や
感
性
に

感
心
す
る
こ
と
多
々
。
よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
の
投
稿
が
楽
し
み
で
す
（
太
田
）
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ケアマネジャーとは
ケアサポート一之江 久手堅るみ子

役職名 氏 名 地 域

会 長 八 巻 登 北 篠 崎

副 会 長
石 井 う た
猪 瀬 悠 紀 子

西 葛 西
中 央

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼
丸 山 愛 三
戸 賀 瀬 等
日 影 館 一
高 取 伸 吉
西 山 千 尋

西 葛 西
松 島
職 員
職 員
職 員
職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子
有 馬 三 郎
石 井 勝 治
今 関 カ ネ 子
飯 島 新 二
伊 藤 信 子
遠 藤 哲
久 高 美 枝 子
太 田 美 音
小 林 功
櫻 井 和 代
佐 藤 ケ イ 子
嶋 村 伸 子
杉 山 基
鈴 木 正 美
武 居 一 夫
千 葉 邦 彦
寺 澤 カ ツ
遠 田 雄 一
中 楯 光 子
永 岡 嘉 陽 子
福 本 悦 子
則 近 恵 津 子
堀 口 久 夫
森 岡 糸 子
森 野 操
吉 川 文 男
和 田 多 美 子
渡 部 周 次 郎
渡 辺 利 子

松 島
北 葛 西
西一之江
清 新 町
西 葛 西
東 葛 西
南 葛 西
南 葛 西
清 新 町
江 戸 川
江 戸 川
東 葛 西
東 葛 西
平 井
西 葛 西
中 葛 西
南 葛 西
南 葛 西
中 葛 西
北 葛 西
松 島
中 葛 西
松 島
平 井
臨 海 町
西 瑞 江
北 砂
南 葛 西
一 之 江
東 瑞 江

会 計 監 査
表 優 子
中 村 栄 子

鹿 骨
鹿 骨

江戸川健康友の会 ２０１４年度役員
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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 荻原 折茂 折茂 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 荻原 折茂 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

電話・5679-7 13 0 FAX・5679-7131

http://Kenkotomonokai.sakura.ne.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2014年 7月10日 第41号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
住野陽平
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑
バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井街道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対

し
、
誰
も
が
安
心
の
医
療
・
介

護
を
！
困
難
を
か
か
え
た
人
び

と
に
寄
り
添
う
友
の
会
活
動
を

す
す
め
よ
う
！
班
づ
く
り
を
す

す
め
１
５
０
０
名
の
友
の
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
の
三
つ
の

活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ

て
、
６
月
22
日
江
戸
川
健
康
友

の
会
第
５
回
定
期
総
会
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
は
４
月
か
ら
消
費

税
増
税
を
強
行
し
、
年
金
の
削

減
に
加
え
、
医
療
・
介
護
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
給
付
制
限
と
国

民
へ
の
負
担
増
を
求
め
て
い
ま

す
。こ

の
総
会
に
は
、
「
年
金
だ

け
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
」

「
介
護
制
度
の
改
悪
で
老
後
が

心
配
」
「
憲
法
解
釈
変
え
て
戦

争
す
る
国
づ
く
り
は
許
せ
な

い
」
な
ど
の
思
い
を
反
映
し

て
、
90
人
以
上
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

総
会
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
活
動
報
告
と
２
０
１
４
年
度

の
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
会
計
報
告
と
予

算
案
、
八
巻
会
長
は
じ
め
幹
事

な
ど
40
名
の
役
員
提
案
が
行
わ

れ
、
総
会
議
案
は
大
き
な
拍
手

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
２
０
１
４
年
度
の
重

点
活
動
と
し
て
①
憲
法
９
条
を

守
っ
て
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り

に
反
対
す
る
②
医
療
・
介
護
制

度
な
ど
社
会
保
障
の
充
実
を
求

め
る
活
動
を
広
げ
る
③
困
難
を

か
か
え
た
人
び
と
へ
の
助
け
合

い
・
支
え
合
い
活
動
を
広
げ
る

④
健
診
や
健
康
づ
く
り
の
活
動

を
広
げ
る
⑤
班
づ
く
り
を
す
す

め
て
１
５
０
０
名
の
友
の
会
に

す
る
、
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。総

会
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ

た
記
念
講
演
は
、
東
京
医
労
連

ヘ
ル
パ
ー
労
組
協
議
会
事
務
局

次
長
の
米
沢
哲
氏
が
「
介
護
保

険
制
度
の
見
直
し
か
ら
見
え
る

社
会
保
障
改
悪
と
こ
れ
か
ら
の

運
動
」
と
題
し
て
お
話
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
医

療
法
人
南
葛
勤
医
協
、
江
戸
川

社
保
協
、
江
戸
川
原
水
協
、
親

江

会
（

江

戸
川

被

爆
者

の

会
）
、
生
活
と
健
康
を
守
る

会
、
国
民
救
援
会
、
江
戸
川
区

労
連
、
日
本
共
産
党
江
戸
川
区

議
団
な
ど
、
各
団
体
か
ら
代
表

が
出
席
さ
れ
、
祝
辞
と
激
励
の

言
葉
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
は
、
出
席
者
に

よ
る
懇
親
会
が
開
か
れ
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

会場いっぱいに集まった会員のみなさん

講演をする米沢哲氏の話に熱心に耳を傾けました

戦争する国づくり反対,誰もが安心の医療・介護を

『友
の
会
だ
よ
り
』８
月
号
は
お
休
み
し
ま
す




